
 

はねおやま 

～これからの行事予定～ 
―1月― 

 23日(土) スキー・スノーボード教室【瑞穂ハイランド】 

 26日(火) ３Ｂ体操       【阿須那公民館】 

 31日(日) おおなんドリーム学びの集い 【元気館】 

―2月― 

 13日(土) 邑南町公民館研究集会  

 27日(土) ふるさと講座第5講「ヒキガエル観察会」 

                 【井原公民館】 

H 2 8 . 1 . 1 8 発 行 

阿 須 那 公 民 館 
TEL:0855-88-0001 
FAX:0855-88-0002 
IP : 0 5 0 - 5 2 0 7 - 6 0 0 0 

 
阿

須

那

公

民

館

だ

よ

り 

羽
尾
山 

H27.12.31現在 
世帯数 

（戸） 
男 性 女 性 合 計 

阿須那地域 362 359 421 780 

羽須美地域 734 714 840 1,554 

邑南町 5,003 5,346 5,987 11,333 

 

12

月
24

日(

木)

に
移
動
公
民
館
事

業
「
お
正
月
の
生
花
教
室
」
を
雪
田
自

治
会
館
で
開
き
ま
し
た
。
細
貝
佐
美
子

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
皆
さ
ん
で

生
花
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
思
い
思
い
に
花
を
生
け
ら

れ
、
細
貝
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
と
て
も
き
れ
い
に

出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
家
に
飾
っ
て
、
い
い
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

 
 

 

 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
、
健
や
か
に
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
よ
り
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
自
然
災
害
も
全
国
的
に
多
く
発
生
し
、
地
震
・
豪
雨
・
豪
雪
等
被
害
が

相
次
ぎ
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
良
い
年
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

公
民
館
も
４
月
に
活
動
推
進
委
員
も
改
選
さ
れ
、
新
し
い
役
員
の
も
と
１
年
間
の
計
画

を
立
て
、
春
・
秋
の
自
然
観
察
会
や
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
大

き
な
事
業
と
し
て
は
地
域
の
方
と
阿
須
那
小
学
校
の
５
、
６
年
生
が
一
緒
に
な
っ
て
作
り

上
げ
た
高
橋
氏
六
六
〇
年
記
念
事
業
で
す
。
当
日
は
町
内
外
か
ら
約
二
〇
〇
人
の
方
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
１
月
か
ら
あ
す
な
カ
ル
タ
会
を
移
動
公
民
館
事
業
で
地
区
ご
と
に
歴
史
を
勉
強

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
羽
須
美
分
館
も
移
動
図
書
館
と
し
て
戸

河
内
、
雪
田
、
宇
都
井
へ
行
き
、
月
１
回
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

 

３
月
に
は
羽
須
美
地
域
公
民
館
ま
つ
り
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
は
地
域
の
方
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
立
て
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
須
那
公
民
館
長 

三
上 

進 



『女王さまのぼうし』       
     スティーブ・アントニー／作，せな あいこ／訳     

［内容］  

 おでかけの女王さま。そこに風がびゅん！とふいて・・・。帽子をおいかけ

る女王さま・衛兵たちと、ロンドンの名所をまわる一冊。         

『写真が上手くなる43の勘どころ』       
     上田 晃司／著      

［内容］  

 「料理は逆光で・・」、「背景に〝玉ぼけ″を入れて・・」。すぐまねでき

る、写真家の〝ちょっとした″勘どころ。     

『お持ちよりレシピ 決定版 』       
     阪下 千恵／著        

［内容］  

 お持ちよりに、さし入れに、ピクニックに・・・、はなやかで楽しい料理の

レシピ・アイディア集。    

 

 

 

図書館システム更新に伴い下記の日程の間、貸出が一切できなくなります。 

館内での閲覧は自由にできます。 

また、2月２７日（土）の羽須美分館の図書館は休館いたします。 

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。 

 

                  記 

貸出ができない期間：２月２２日（月）～２月２９日（月）※館内での閲覧はできます。 

羽須美分館休館日：２月２７日（土）、２８日（日） 

日頃、公民館を中心に活動されているサークルの

発表会と作品展示を行います。 



■館長新年のごあいさつ 

■各公民館事業開催のお知らせ 

■公民館行事 など 

 

 

 

 

 

口羽地区の人口と世帯数（12/31 現在） 

男 性３５５人 

女 性４１９人 

世帯数３７２戸 

 

～
今
月
の
短
歌
（
湖
笛
会
）
～ 

旅
土
産 
味
は
ふ
ほ
ど
に 

な
つ
か
し
く 

心
温
も
る 

嬉
野
銘
茶 

 
 

 
 

 

三
上 

蔦
枝 

山
茶
花
も 
南
天
も
こ
の 

大
寒
に 

凛
と
て
立
ち 

春
を
迎
ふ
ら
し 

 
 

 
 

三
上 

タ
ツ
子 

峡
路
な
れ
ば 

難
路
を
行
け
と 

諭
さ
れ
し 

人
生
修
業
を 

若
き
日
に
聴
く 

 

丸
原 

卓
海 

「
気
を
つ
け
て
」 

心
に
と
め
て 

凍
る
坂
を 

歩
幅
小
さ
く 

ち
ひ
さ
く
下
る 

 

山
本 

み
つ
江 

桜
茶
の 

花
弁
グ
ラ
ス
に 
開
き
ゐ
て 

春
の
匂
へ
り 

ほ
の
ぼ
の
と
し
て 

 
 

富
永 

睦
恵 

に
ぶ
色
の 

空
よ
り
小
糸
の 
垂
る
る
や
う
な 

幾
筋
の
あ
り 

冷
雨
の
ひ
と
日 

加
藤 

美
智
子 

正
月
の 

花
活
け
終
り 

新
し
き 
生
気
を
貰
ひ 

歩
ま
む
と
す
る 

 
 

 
 

 

小
玉 

玲
子 

白
一
面 

地
に
生
き
る
者 

こ
と
ご
と
く 

無
よ
り
始
ま
る 

元
旦
の
朝 

 
 

 

河
野 

朋
子 

  
 
 
 

  

 

 
  

 

 

        
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年１月１８日発行 

口羽公民館 邑南町下口羽 484‐1 

電話：０８５５（８７）０９１０ 

I P：０５０－５２０７－６６００ 

―行事予定－ 

【２月】 

５日（金）カラオケ教室（口羽公民館） 

 ６日（土）花まる算数教室（口羽公民館） 

みんなで学ぶ人権講演会（口羽公民館） 

１２日（金）移動職業相談（口羽公民館） 

１８日（木）介護者家族の会（口羽公民館） 

２２日（月）男の料理教室（口羽公民館） 

      ひらめき学級（口羽公民館） 

２５日（木）移動職業相談（口羽公民館） 

２９日（月）人権啓発研修会（口羽公民館） 

●毎週火曜日午後１時３０分より（１２～３月） 

グラウンドゴルフ練習会   

リゾートセンター広場 

 ●毎月第３日曜日しまね家庭の日 

 
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

平
素
よ
り
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
国
に
と
っ
て
安
保
関
連
法
成
立
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合

意
な
ど
、
今
後
の
方
向
性
を
左
右
す
る
重
要
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
で
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
米
価
の
低
迷
な
ど
に

よ
る
地
域
活
動
の
低
下
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
計
画
さ
れ
た
「
地
方
創
生
」
の
事
業

が
実
施
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
地
域
の
活
発
な
活
動
を
通
じ
て
定
住
対

策
や
福
祉
の
充
実
な
ど
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
昨
年
１０
月
突
然
に
三
江
線
の
廃
止
検
討
が
Ｊ
Ｒ
に
よ
り
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
住
民
の
交
通
手
段
と
し
て
通
勤
、
通
学

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
江
線
の
問
題
は
過
疎
地
域
の
存
続

問
題
で
も
あ
り
、
ぜ
ひ
、
残
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

公
民
館
は
様
々
な
生
涯
学
習
の
場
の
提
供
や
事
業
、
サ
ー
ク
ル
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
場
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
、
ご
要
望
を
事
業
に
反
映
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
羽
公
民
館
長 

福
田 

誠
治 

           

町公民館連絡協議会では邑南町の歴史、自

然、文化、人物を学ぶため、「ふるさと講座」

を開催します。第５講目は「ヒキガエル観察

会」です。ヒキガエルの生態について学習し、

産卵の状況など現地で鑑賞します。ぜひ、ご

参加ください。 

■日時 ２月２７日（土） 

午前１０時０５分より 

■場所 井原公民館 

■申込方法  

２月１９日（金）までに公民館にある応募

用紙にご記入のうえ、提出してください。 

■申込み・問合せ先 口羽公民館 

 

 

 

    

 

 

    「男の料理教室」を開催します。ぜひ、

ご参加ください。 

■内容 韓国料理 

■日時 ２月２２日（月）10:00～13:30 

■場所 口羽公民館 調理室 

■講師 焼肉ふるさと 永井政和 氏 

■応募人数 ２０名（先着順） 

■応募期間 ２月１９日（金）まで 

■参加費 １,０００円 

■応募・問合せ先 口羽公民館 

 

人権啓発研修会を下記のとおり

開催します。永江尚美講師は２０

年以上にわたりハンセン病療養者

と継続した交流活動や支援を展開

されており、その体験をもとに、

ハンセン病患者の人権について講

演して頂きます。どなたでも参加

できます。ぜひご参加ください。 

■演題「ハンセン病について」 

  ～正しい理解のために～ 

■日時 ２月２９日（月） 

19:00～21:00 

■場所 口羽公民館 大ホール 

■講師 島根県藤楓協会 

    理事 永江
な が え

 尚美
な お み

 氏 

■問合せ先 口羽公民館 



平 成 ２ ８ 年 １ 月 号

５ 月 号 

（平成２８年１月１８日発行）

1０ 年 ５ 月 号  

〒696－0222 島根県邑智郡邑南町下田所２８２－１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ（０８５５）８３－０５１８   

ＩＰ電話 ０５０－５２０７－４４００  E-mail:tadokoro-k@town-ohnan.jp 

田所公民館だより 

○C邑南町 

○C邑南町 

 

 

春
の
恵
み
に
つ
い
て
日
高
康
臣
さ
ん
（
岩
屋
）
と

 瑞穂小学校児童とその親を対象とし、地

域の環境学習・ふるさと学習をテーマにさ

まざまな活動を実際に体験、挑戦すること

により、私たちが暮らしている地域のよさ

を再発見していきます。（フィールドワーク） 

☆実施内容 
山菜採り・魚つり・雪あそび 等 

上
田
英
至
さ
ん
（
道
明

 

）

の 

 

 

☆新年互礼会の様子は、「新年互礼会特別号」をご覧ください。 

 

☆活動の様子は、「地域学校ハンザケ特別号」をご覧ください。 

 

 



主事のひとりごと…『飛躍！』 

十
二
月
十
日
（
木
）
に
田
所
公
民
館
女
性
セ
ミ
ナ
ー
第

九
講
「
寄
せ
植
え
を
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
、
二
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
小
河
内
集
落
の
上
田
能
里
子
さ
ん
な
ど
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、
ナ
デ
シ
コ
な
ど
九
種
類
を
使
っ
て
、
作

り
方
の
コ
ツ
を
聞
き
な
が
ら
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

「
み
ん
な
で
作
る
の
は
楽
し
い
。」「
大
事
に
育
て
て
い

き
た
い
。」「
今
回
を
き
っ
か
け
に
お
家
で
も
や
っ
て
み
た

い
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

○C邑南町 

一
月
四
日
（
日
）
に
新
春
書
き
初

め
大
会
を
行
い
、
小
中
学
生
二
十
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
田
所
公
民
館

習
字
教
室
の
森
脇
鈴
枝
先
生
（
（
鱒

渕
下
集
落
）
と
兼
崎
修
三
先
生
（
谷

川
集
落
）
に
太
い
字
の
書
き
方
や
は

ね
・と
め
・は
ら
い
の
コ
ツ
、
筆
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
お
手
本
を
見

な
が
ら
一
字
一
字
集
中
し
て
元
気
な

字
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。 

○C邑南町 

ね
・と
め
・は
ら
い
の
コ
ツ
、
筆
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
お
手
本
を
見

な
が
ら
一
字
一
字
集
中
し
て
元
気
な

字
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。 

  

－１月－ 

２３日（土）邑南町スキー・スノーボード教室【瑞穂ハイランド】 

      ウォーキングの日【中野地区】 

２８日（木）女性セミナー第１０講（こんにゃくづくりをしよう！） 

３１日（日）おおなんドリーム学びのつどい【元気館】 

－２月－ 

 １日（月）第４回ふるさと探検隊（地域のお宝めぐり） 

 ３日（水）１８歳のはばたき講座①【矢上高校】 

 ６日（土）福祉セミナー【田所公民館】 

１０日（水）１８歳のはばたき講座②【矢上交流センター】 

１３日（土）邑南町公民館研究交流集会【田所公民館】 

１４日（日）邑南町親善ソフトバレーボール大会【元気館】 

１８日（木）女性セミナー第１１講（楽しく体を動かそう！） 

２７日（土）ふるさと講座第５講（ヒキガエル観察会） 

      ウォーキングの日【高原地区】 

２０１６年の申年…今年は、公私共 「々飛躍」できるように、

楽しく頑張っていきたいと思います(^o^)いや～これからが楽

しみだな～♪ 

○日   時 ２月１８日（木）13:30～16:00 

〇開催場所  田所公民館 大ホール 

○内  容 カローリングなど 

○締 切 り  ２月１２日（金） 

※詳細は、公民館へお問合せください。 

－主な行事予定－ 

 女性セミナー第１１講「楽しく体を動かそう！」を

下記の通り開催します。 

 カローリングなどレクリエーションの道具を使っ

て、みんなで楽しく体を動かしませんか。 

 

 

田
所
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
田
所
公
民
館
で
は
、
毎
年

年
末
に
合
同
で
も
ち
つ
き
交
流
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
達
や

高
齢
者
、
地
域
の
人
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
十
二
月
二
十
日
（
日
）
に
田
所
公
民
館
に
お
い

て
、
地
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
小
林
集
落
「
ま

い
も
ん
や
」
や
ヘ
ル
ス
２
１
の
会
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
開
催
し
ま
し
た
。（
総
勢
八
十
名
） 

 

も
ち
つ
き
は
、「
ま
い
も
ん
や
」
の
み
な
さ
ん
に
丁
寧
に
教

わ
り
な
が
ら
つ
い
た
り
、
餅
を
丸
め
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
餅
は
、
き
な
こ
餅
や
焼
き
餅
、
大
根
も
ち
な
ど
に
し
て
、

参
加
者
全
員
で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
具
だ
く
さ
ん
の
豚

汁
で
体
も
し
っ
か
り
温
ま
り
ま
し
た
。
交
流
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
世
代
間
交
流
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

うまくつけるかな？ 

うまく丸められるかな？ 

 

つきたての餅をみんなで食べました。 

力強い元気な字が書けました。（参加者２９名） 

 

先生方に作品を見てもらっています。 

 

一字一字に気持ちを込めて書いています。 

 

 



（平成２８年１月１８日発行）

1０ 年 ５ 月 号  

〒696－0222 島根県邑智郡邑南町下田所２８２－１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ（０８５５）８３－０５１８ 

ＩＰ電話 ０５０－５２０７－４４００  E-mail:tadokoro-k@town-ohnan.jp 

林 商 店 様

朝 日 屋 商 店 様

Ｙ シ ョ ッ プ は ま の や 様

ショッピングセンタ ーみ ずほ 様

産 直 市 み ず ほ 企 業 組 合 様

田 所 郵 便 局 様

食 楽 酒 遊 み う ら 様

京 ら 屋 様

レ ス ト ラ ン 田 園 様

梟 様

瑞 穂 ハ ン ザ ケ 自 然 館 様

日 野 石 油 様

小 河 内 石 油 様

み ず ほ ・ ひ の 様

小 林 モ ー タ ー ス 様

島 根 県 農 業 協 同 組 合 様

河 野 建 材 様

洲 浜 林 業 様

田 所 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 様

お お な ん 福 祉 会 様

小 林 建 設 様

版 画 教 室 様

公 道 流 邑 南 地 区 瑞 峰 支 部 様

竹 辺 木 工 所 様

下 対 林 業 協 同 組 合 様

日 高 林 産 様

み ず ほ 自 動 車 整 備 協 同 組 合 様

西 日 本 東 映 時 代 劇 研 究 会 様

○C邑南町 

                             

                

                                                 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

                                   

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
そ

ろ
い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
公
民
館
事
業
に
対
し
て

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
干
支
「
申
年
」
は
昔
か
ら
荒
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
正
月
の
よ
う
に

穏
や
か
な
年
と
な
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
昨
年
は
「
戦
後
七
十
年
」
と
い
う
節

目
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
で
戦
争
体
験
を

語
り
継
ぐ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域

で
も
品
川
始
さ
ん
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
「
凍
っ

た
大
地
に
」
の
復
刊
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
復
刊
記
念
講
演
会
で
は
青
木
新
門
さ
ん
の

講
演
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
国

会
で
は
安
全
保
障
関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ

れ
ま
し
た
。
憲
法
違
反
と
い
う
声
も
あ
り
、
国

論
を
二
分
す
る
内
容
で
あ
る
だ
け
に
、
も
っ
と

時
間
を
か
け
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
法
案
に
賛
成
の
人

も
反
対
の
人
も
、
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
思
い
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

昨
年
九
月
に
は
「
地
域
学
校
ハ
ン
ザ
ケ
」
が

開
校
し
ま
し
た
。
地
域
学
校
と
い
う
の
は
地
域

の
子
供
た
ち
を
地
域
で
育
て
よ
う
と
い
う
活

動
で
す
。
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
知

識･

技
術
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
人
が
先
生
で
す
。
教
科
書

は
地
域
に
あ
る
も
の
や
こ
と
（
自
然
や
歴
史･

文
化
な
ど
）
で
す
。
つ
ま
り
子
供
た
ち
と
地
域

の
人
と
の
交
流
と
、
地
域
で
の
学
び
や
体
験
を

通
し
て
地
域
を
知
り
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
活
動
で
す
。
そ
し
て
将
来
地

域
に
残
っ
て
地
域
作
り
に
一
緒
に
汗
を
流
し

て
く
れ
る
子
供
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
学
校
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
内
容
の
あ
る
活
動
と
な
る
よ

う
公
民
館
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

公
民
館
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
聴

き
な
が
ら
よ
り
活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
用
件
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
気
軽
に
公
民
館
に
お
寄
り
頂
き
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

地
域
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

毎
年
恒
例
の
新
春
走
ろ
う
会
・
新
年
互
礼
会
を

一
月
二
日
（
土
）
に
開
催
し
、
約
百
三
十
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

走
ろ
う
会
で
は
、
亀
谷
山
八
幡
神
社
に
走
っ
た

り
歩
い
た
り
し
て
向
か
い
、
今
年
一
年
の
幸
せ
を
願

っ
て
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
集
合
写
真
を
撮
り
、
新
年
互
礼
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
最
初
に
、
亀
谷
コ
ー
ラ
ス
教
室
・
高
原
公
民

館
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
祝
い
歌
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
洲
浜
繫
達
県
議
会
議
員
の
祝
辞
、

今
年
の
年
男
垣
崎
慶
彦
さ
ん
（
亀
谷
下
）
の
リ
ー
ド

に
よ
り
全
員
で
町
民
憲
章
を
唱
和
、
瑞
穂
小
学
校

五
年
生
の
金
子
継
さ
ん
（
三
坂
）
・
洲
浜
希
羽
さ
ん

（
中
組
）
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
一
月
一
日
の
歌
」
を

歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
桑
野
修
さ
ん
（
田
所
下
）
の

乾
杯
の
ご
発
声
、
申
年
ま
れ
の
皆
さ
ん
に
新
年
の

抱
負
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
年
男
・
年
女
の
皆

さ
ん
を
全
員
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
洲
浜
慶
彦
さ
ん
（
十
日
市
）
と
日
高
辰

司
さ
ん
（
馬
野
原
上
）
の
進
行
で
福
引
き
ビ
ン
ゴ
大

会
を
行
い
、
今
年
最
初
の
運
試
し
を
し
ま
し
た
。
最

後
に
は
、
四
つ
葉
自
治
会
長
の
上
田
正
彦
さ
ん
（小

河
内
）に
よ
る
三
本
締
め
で
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

今年も一緒に、 

地域を盛り上げて 

いくナン♪ 

 

 

 

  

 

 

 

 

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
人
が
先
生
で
す
。
教
科
書

は
地
域
に
あ
る
も
の
や
こ
と
（
自
然
や
歴
史･

文
化
な
ど
）
で
す
。
つ
ま
り
子
供
た
ち
と
地
域

の
人
と
の
交
流
と
、
地
域
で
の
学
び
や
体
験
を

通
し
て
地
域
を
知
り
地
域
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
活
動
で
す
。
そ
し
て
将
来
地

域
に
残
っ
て
地
域
作
り
に
一
緒
に
汗
を
流
し

て
く
れ
る
子
供
が
一
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で
も
増
え
て
く
れ
れ

ば
と
思
っ
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ま
す
。
地
域
学
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は
始
ま
っ
た

ば
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り
で
す
が
、
内
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の
あ
る
活
動
と
な
る
よ

う
公
民
館
と
し
て
も
協
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し
て
い
き
た
い
と
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て
い
ま
す
。
皆
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の
ご
協
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を
よ
ろ
し
く

お
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い
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し
ま
す
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公
民
館
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
聴

き
な
が
ら
よ
り
活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
用
件
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
気
軽
に
公
民
館
に
お
寄
り
頂
き
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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地
域
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

（
中
組
）
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
一
月
一
日
の
歌
」

を
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
桑
野
修
さ
ん
（
田
所

下
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
、
申
年
ま
れ
の
皆
さ
ん
に

新
年
の
抱
負
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
年
男
・

年
女
の
皆
さ
ん
を
全
員
で
お
祝
い
し
ま
し
た
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そ
の
後
、
洲
浜
慶
彦
さ
ん
（
十
日
市
）
と
日
高

辰
司
さ
ん
（
馬
野
原
上
）
の
進
行
で
福
引
き
ビ
ン

ゴ
大
会
を
行
い
、
今
年
最
初
の
運
試
し
を
し
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
四
つ
葉
自
治
会
長
の
上
田
正
彦

さ
ん
（
小
河
内
）
に
よ
る
三
本
締
め
で
会
を
終
了

し
ま
し
た
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ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
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皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
正
月
は
近
年
に
は
珍
し
く

雪
の
無
い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
元

旦
の
互
礼
会
に
は
２
０
０
人
近
く
の

皆
様
に
ご
参
加
を
頂
き
、
賑
や
か
な
平

成
28
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
平
成
27
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
世
界
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
国

に
よ
る
テ
ロ
が
今
な
お
相
次
ぐ
と
と

も
に
、
内
戦
が
続
く
シ
リ
ア
か
ら
の
難

民
が
欧
州
へ
流
入
す
る
な
ど
、
悲
惨
な

現
状
で
す
。 

一
方
我
が
国
を
見
て
み
ま
す
と
、
戦

後
70
年
の
節
目
を
迎
え
た
昨
年
は
安

保
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
廃
案

を
求
め
る
若
者
を
中
心
と
し
た
運
動

が
全
国
的
に
波
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
質
殺
害
の
衝
撃
的
な
映
像
は
、
日
本

人
が
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ
る
不
安
に

国
中
が
震
え
ま
し
た
。T

P
P

環
太
平

洋
連
携
協
定
交
渉
は
大
筋
合
意
し
た

も
の
の
、
発
行
は
見
通
せ
な
い
状
況
で
、

国
内
農
業
へ
の
打
撃
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。 ９

月
に
は
台
風
の
影
響
で
関
東
・
東

北
地
方
で
豪
雨
と
な
り
、
茨
城
県
の
鬼

怒
川
が
決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
各
地
で
火
山
が
噴
火
し
、

何
か
映
画
「
日
本
沈
没
」
が
思
い
出
さ
れ

る
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。 

一
方
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
あ
り
ま
し

た
。
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
大
活
躍
は
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

前
年
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
大
会
に
向
け
て

大
き
な
夢
を
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
日
本
人
ダ
ブ
ル
受
賞
も
心
躍

る
連
日
の
朗
報
と
な
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
公
民
館
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
昨
年
は
年
次
計
画
に
基
づ
い
て

社
会
教
育
、
生
涯
学
習
を
中
心
に
各
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
星

の
観
察
会
や
竹
細
工
教
室
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
観
察
会
を
行
い
多
く
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
や
手
仕
事
ク
ラ

ブ
、
花
和
会
な
ど
教
室
や
グ
ル
ー
プ
が
誕

生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

待
望
の
洋
式
ト
イ
レ
も
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
は
公
民
館
周
辺
の
清
掃

や
公
民
館
内
外
の
修
繕
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
の
公
布
に
伴
い
、
邑
南
町
で
は

人
口
減
少
と
定
住
促
進
施
策
を
盛
り
込

ん
だ
「
邑
南
町
版
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ

れ
、
高
原
地
区
で
も
和
田
原
、
高
海
両
自

治
会
か
ら
委
員
を
選
抜
い
た
だ
き
、
高
原
版
地

区
別
戦
略
の
事
業
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
提
案

し
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
自
治
会
を

通
じ
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
大

ま
か
に
は
➀
山
の
再
生
な
ど
森
林
資
源
の
活
用

と
仕
事
の
創
出
、
➁
空
き
家
や
農
地
を
活
用
し

た
定
住
と
交
流
活
動
、
③
古
民
具
や
古
材
、
農

具
、
農
機
具
の
管
理
と
再
活
用
な
ど
で
す
。
平
成

28
年
度
か
ら
は
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置

し
た
高
原
地
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
28
年
も
公
民
館
は
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
様
々
な
学
習
、

活
動
を
展
開
し
、
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
く
、
安

全
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
各
自
治
会

や
集
落
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
２
年
に
１
度
の
公
民
館
ま
つ
り
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
に
は
高
原
公
民
館

も
開
設
50
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
今
年
か
ら

記
念
大
会
に
向
け
て
の
準
備
も
進
め
て
い
か
な

く
て
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
迎
え
ま
し

た
平
成
28
年
が
皆
様

方
に
取
り
ま
し
て
明

る
く
楽
し
い
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
の
始

め
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ  

 

館
長 

東
義
正 



１
月
１
日
、
近
年
に
な
い
、
雪
の
全

く
な
い
正
月
を
迎
え
、
高
原
公
民
館

新
年
互
礼
会
・
新
春
歩
こ
う
会
を
行

い
ま
し
た
。 

９
時
30
分
か
ら
、
高
原
地
区
ス
ポ

ー
ツ
推
進
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
準

備
運
動
開
始
。
渡
邊
直
子
さ
ん
（
段
の

原
）
の
声
掛
け
で
、
サ
ル
に
扮
し
た
岩

根
徹
さ
ん
（
入
野
）
を
山
本
浩
司
さ
ん

（
上
和
田
）
が
引
き
連
れ
て
登
場
！

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。 

大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参
道
を
歩
い

て
高
原
神
社
へ
行
き
、
新
年
の
お
祓

い
を
し
て
も
ら
っ
た
後
、
公
民
館
へ

戻
り
、
井
上
正
幸
さ
ん
（
馬
場
）
に
集

合
写
真
を
撮
影
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

互
礼
会
で
は
、
町
民
憲
章
の
リ
ー

ド
を
年
男
の
貫
里
博
志
さ
ん
（
荻
原
）

に
、
１
月
１
日
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
高

原
小
学
校
５
年
生
佐
貫
悠
聖
さ
ん
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
新
年
の
抱
負
を
語
る
」
で
は
、
佐

貫
寿
範
さ
ん
（
下
和
田
）
に
、
消
防
団

や
地
域
活
動
に
対
す
る
思
い
を
、
増

谷
恵
美
さ
ん
（
段
の
原
）
に
、
子
育
て

奮
闘
中
の
現
状
と
、
家
族
に
対
す
る

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
年
男
・
年
女
に

な
ら
れ
た
、
荒
田
秀
雄
さ
ん
・
妙
子
さ

ん
（
流
田
）
に
は
乾
杯
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
、
星
が
丘
一
座
の

皆
さ
ん
で
、
に
ぎ
や
か
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
ス
コ
ッ
プ

三
味
線
」
！
ス
コ
ッ
プ
を
三
味
線
に
、

栓
抜
き
を
バ
チ
に
見
立
て
て
「
帰
っ

て
こ
い
よ
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
叩
き

ま
す
。
10
月
下
旬
か
ら
週
２
回
、
芝

居
の
練
習
よ
り
優
先
し
て
、
練
習
に

取
り
組
み
、
12
月
29
日
、
30
日
に
も

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
た
め
だ
け
に
集

ま
り
、
最
後
の
調
整
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
曲
を
十
八
番
に
し
て
い
る
座
員

の
松
川
好
史
さ
ん
（
入
野
）
は
着
流
し

で
会
場
後
方
か
ら
登
場
し
、
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
地
元
の
皆
様
か
ら
、福
引
き

の
景
品
を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
67
口
の
景
品

抽
選
後
、
和
田
原
自
治
会
副
会
長
古
川

周
三
さ
ん
の
万
歳
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 元

旦
の
朝
早
く
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
、
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ん
の
参
加
で
に
ぎ
や
か
に
新
年
が
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

互
礼
会
、
１
９
７
名
で
「
お
め
で
と
う
！
」 

（写真右）町民憲章のリードをする

貫里さん 

（写真左）ピアノ伴奏の佐貫さん 
新年の抱負を語る。増谷さん（左）と佐貫さん（右） 

今年も最初はこのトリ

オが盛り上げました。 

そろって元気で年男年女になれ

たことを喜んでおられました。 

さすが星が丘一座！80 歳か

ら 30 歳まで見事なチームワー

クを披露！！ 

素敵な歌声を聞かせてくれた

松川さんの視線の先には…なん

と楽譜が貼ってありました。 

ハンザケになって抽選会の司会

をする平川進さん。景品の数の

多さにも負けず、最後までしゃ

べりたおしました。 



12
月
25
日
、
高
原
小
学
校
５
、
６

年
生
と
高
原
布
施
地
区
社
協
役
員
の

皆
さ
ん
で
も
ち
つ
き
を
、
高
原
小
学

校
１
～
４
年
生
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
指
導
で
、
し
め
縄
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。 

し
め
縄
作
り
は
、
一
人
の
指
導
者

が
２
人
か
ら
３
人
の
児
童
に
つ
い
て
、

か
わ
い
い
し
め
縄
を
作
成
し
、
作
業

が
す
ん
で
か
ら
、
つ
き
た
て
の
餅
を

み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。 

 

12
月
30
日
、
恒
例
の
そ
ば
打
ち
教

室
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
も
阿
川
昭

登
さ
ん
（
馬
場
）
を
講
師
に
、
26
名

の
参
加
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
そ
ば
を
打
ち
ま
し
た
。 

常
連
の
方
も
多
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
そ
ば
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。 

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
な
が

ら
元
気
に
年
を
越
し
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

１
月
５
日
、
兼
崎
修
三
先
生
と
高

橋
香
苗
先
生
の
指
導
で
、
ま
た
高
原

習
字
教
室
の
皆
さ
ん
も
協
力
者
と
し

て
書
初
め
を
し
ま
し
た
。
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
１
月
末
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

１
月
11
日
、
高
原
地
区
と
ん
ど
ま
つ

り
が
高
原
公
民
館
裏
庭
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

竹
の
切
り
出
し
準
備
か
ら
、
当
日
の

ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
等
々
、
高
原
地

区
の
子
供
会
や
、
地
域
の
団
体
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
続
い
て
い
ま
す
。 

 

高
原
地
区
の
小
学
５
年
生
全
員
が
参

加
し
て
と
ん
ど
に
点
火
し
た
後
は
、
会

場
の
み
ん
な
で
、
炎
を
見
な
が
ら
、
香

ば
し
い
焼
き
も
ち
の
入
っ
た
、
お
い
し

い
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
ま
し
た
。 

 

ぜ
ん
ざ
い
に
使
っ
た
お
椀
は
１
７
０

杯
。
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
た
、
珍

し
く
雪
の
全
く
な
い
と
ん
ど
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。 

も
ち
つ
き
と
し
め
縄
作
り 

つ
き
た
て
の
も
ち

「
最
高
～
」 

高原小学校平田校長先生

へ、しめ縄を進呈 

１
時
間
ち
ょ
っ
と

で
見
事
完
成
！ 

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
で

年
越
し 

←家族で参加の日高祐さ

ん一家、力を合わせてそ

ば打ちに挑戦。阿川さん

が見守っています。 

→水加減がとても大

事。わずかな水の量の

違いでそばの仕上がり

が大きく変わります。 

集
中
！
一
筆
入
魂
！
！ 

書
初
め
大
会 

小学１年生から中学３年生まで２９人が約２時間、集中して書き上げました。 

み
ん
な
元
気
で 

１
年
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に 

高原地区の小学５年生６人が、たいまつを持ち

点火。勢いよく炎が上がりました 



    

     
 

             

  

                 

    

             

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、

今
ま
で
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
新
た
な
つ
な
が

り
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
） 

今
月
の
一
首 

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
の
上
の
空
青
く
師
走
の
半
ば
未
だ
雪
な
し 

病
葉
の
落
ち
ゐ
る
庭
を
い
そ
ぎ
掃
く
酒
蔵
見
学
に
人
ら
来
る
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
岡
短
歌
会 

櫻
尾
道
子
（
出
店
口
） 

平成 27年 12月末現在（前年同月） 

男 性   ４４１人（453人） 

女 性   ４７５人（478人） 

合 計   ９１６人（931人） 

世帯数  ３７２世帯（373世帯） 

高齢化率 ４４．４３％ 

行
事
予
定 

 
 ～

１
月
～ 

高
原
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

【
日
時
】
１
月
24
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～ 

【
場
所
】
高
原
体
育
館 

お
お
な
ん
ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど
い 

【
日
時
】
１
月
31
日
（
日
）
午
前
１
時
～ 

【
場
所
】
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館 

 
 

 

～
２
月
～ 

人
権
学
習
会 

「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
人
権
」 

【
日
時
】
２
月
２
日
（
火
）
午
後
７
時
30
分
～ 

【
場
所
】
高
原
公
民
館
ホ
ー
ル 

邑
南
町
公
民
館
研
究
集
会 

【
日
時
】
２
月
13
日
（
土
） 

【
場
所
】
田
所
公
民
館 

邑
南
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

【
日
時
】
２
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

【
場
所
】
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館 

申
告
相
談 

【
日
時
】
２
月
18
・
19
・
22
日
午
前
９
時
～ 

【
場
所
】
高
原
公
民
館 

し
ま
ね
家
庭
の
日 

【
日
時
】
２
月
21
日
（
日
） 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日 

【
日
時
】
２
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
～ 

【
集
合
場
所
】
和
田
原
自
治
会
館 

邑南町の歴史、自然、文化、人物を学ぶ「ふるさと講座」

の第５講は「ヒキガエル観察会」です。 

 ○講演会 

  「ヒキガエルの生態について」 

   講師 広島市安佐動物公園 元副園長 桑原一司 氏 

 ○観察会 

  「ヒキガエルの生息地（井原地区）での産卵」 
【日  時】平成 28年２月 27日(土) 

【募集人数】４０名程度 

【集合場所】井原公民館 

※詳しくは、全戸配布チラシをご覧ください 

少し前に話題になった「ブラック企業」という言葉。遠

い都会の話と思っていませんか。これから就職する人はも

ちろん、町外で就職している家族がいる人など、まわりの

人が知ることが大切です。働く人の労働条件、環境からと

いう視点から学びます。 

 
【日  時】平成 28年２月２日(火) 

【参 加 費】無料 

【場  所】高原公民館ホール 

【講  師】島根県労働委員会 

 小松原直樹 氏 

※全戸配布チラシをご覧ください 
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●
新
年
の
行
事
に
つ
い
て 

●
餅
つ
き
・
し
め
縄
づ
く
り
に
つ
い
て 

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て 

●
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
・
巣
箱
設
置
に
つ
い
て 

●
展
示
図
書
に
つ
い
て 

●
今
後
の
行
事
予
定
ほ
か 

 

新
年
互
礼
会
の
前
に
新
春
走
ろ
う
会
を
お

こ
な
い
ま
し
た
が
、参
加
者
５
名
で
し
た
。 

霧
も
濃
く
安
全
を
考
え
公
民
館
周
辺
を
走

り
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                

元
旦
の
朝
は
、
道
路
も
凍
る
寒
い
日
で
し

た
が
、
新
年
互
礼
会
の
始
ま
る
頃
か
ら
は
霧

も
晴
れ
て
き
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
温
か
い
昆
布
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
を
用
意
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
開

式
を
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

10
時
か
ら
始
ま
っ
た
新
年
互
礼
会
は
、一

〇
二
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

八
色
石
集
落
の
河
野
豊
秋
さ
ん

に
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
憲
章
の
唱

和
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。  

 

年
頭
の
辞･
乾
杯
の
後
、
今
年
の
年
男･

年

女
の
方
に
、
新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
福
引
抽
選
会
を
お
手
伝
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。  

   

邑南町マスコットキャラクター 

オオナン・ショウ 

 

高
原
小
学
校
の
終
業
式
の
日
に
、
餅
つ
き

＆
し
め
縄
づ
く
り
交
流
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
１
～
４
年
生
は
し
め
縄
づ
く
り
、
５･

６

年
生
は
餅
つ
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

 

し
め
縄
づ
く
り
に
は
地
域
の
方
が
指
導
者

と
し
て
来
て
く
だ
さ
り
、
午
前
中
に
わ
ら
を

柔
ら
か
く
す
る
作
業
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
午
後
は
、
児
童
２７
名
と
一
緒
に
し
め

縄
を
作
り
ま
し
た
。 

 

餅
つ
き
は
、
児
童
１２
名
と
地
区
社
協
役
員

の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。
重
い
杵
を
持
っ
て
み
ん

な
で
か
け
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
つ
い
て
い

き
ま
し
た
。
最
後
の
一
臼
の
餅
は
、
し
め
縄

づ
く
り
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
己
紹
介
を
し
た
り
感
想
を
言
い
合
っ

た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

色
々
な
準
備
や
指
導

に
当
た
っ
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

全員できなこ餅をいた
だきました。 
美味しかったね。 

親切に教えてくださり 
かっこいいしめ縄が 
できました。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

本
年
も
布
施
公
民
館
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

    

「参加者、すくな！」と言いながら 

元気に走って行きました。 

きっと、いい年になりますよ 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         〔これからの行事予定〕  
  
―平成２８年 １月― 
２３日（土） 邑南町スキー･スノーボード教室（瑞穂ハイランド） 

ウォーキングの日（中野地区） 
３１日（日） おおなんドリーム学びのつどい（元気館） 
 
― ２月― 
 ３日（水） 18才のためのはばたき講座（矢上高校） 
 7日（日） 第１０回冬季オリンピック(布施公民館) 

雪ん子バレー（市木公民館） 
１０日（水） 18才のためのはばたき講座（矢上公民館） 
１３日（土） 邑南町公民館研究集会（田所公民館） 
１６日（火） 申告相談日（布施公民館） 
２０日（土） おはなし会（邑南町立図書館・本館） 
２１日（日） しまね家庭の日 
２７日（土） ウォーキングの日（高原地区） 

 

元旦の朝、初携帯電話は寝ぼけた声の「あっ～ 間違えたようです」

でした。そりゃあ、寝ぼけて番号を押せば間違えるでしょうね。 

そして新年互礼会、ここでも２０１５なんて数字がしおりに・・・ あ～あ 

やっちゃった・・・  初詣に行けば 5 円玉がない・・・ 今年はご縁の

少ない年になるかも 初夢はしっかり覚えておこうと思ったのに、

何がおかしいのか、にたにた・げらげらと笑っている私がいました。 

大丈夫か！２０１６年の私は・・・  後は、皆さんにおすがりするしか

ありません。平成 28年もよろしくお願いいたします。（漆谷） 
 
  

 

 

 

 

今年も福引抽選会へ、たくさんの景品をご提供いただきまし

た。ご協力ありがとうございました。 
藤田魂一 様  龍岩あられの会 様 
内坂商店 様  ポピーの会 様 
ひとみ農園 様  
農事組合法人 ファーム布施 様 
布施みやげを作る会 様 
島根県農業協同組合 様 
邑南町消防団 第 6分団  様  
銭宝自治会 様  布施公民館･館長 様 （順不同） 

 

年間を通じて１２の公民館と保健課が連携しておこなう

スマイルウォーキングが、１２月１９日（土）に布施地区を会

場に冬の赤馬滝ウォーキングとしておこないました。 

天候が不順で朝は小雨が降りましたが、ウォーキング

が始まる頃には青空も見え、参加した２２名は雪の残る道

を目的地へ向け歩きました。赤馬滝は水量が大変に多く、

皆さん驚かれていました。「又夏に来たいわ。」と言ってい

ただき嬉しく思いました。赤馬滝のいわれや天狗岩の説

明をさせていただいた後、全員で集合写真を撮りました。 

帰りは違うコースを歩きましたが、最後に少し急な坂が

あり大変だったかなと感じました。往復約４㎞のコースを

歩きました。 

皆さんお疲れ様 

でした。 

映画やドラマの原作本。先に読みますか？後から読みま

すか？それとも読まない派ですか？ 

今回は、平成 27 年の話題の原作本と平成 28 年に放送・

放映される原作本を用意しました。ぜひ読んでください。 
 
展示期間 平成２７年１月１６日（金）～２月１３日（金） 

※貸し出しもできます。事務室までお知らせください 

 

 昨年ブッポウソウの学習会をおこない、巣箱の設置もし

ました。そして７月には、ブッポウソウが姿を見せてくれま

した。そこで、巣箱を増やしたいと思っていたところ、岸政

之助さん（布施２集落出身）から巣箱を７個いただきまし

た。年内には設置をしたいと考え、和田哲男さん（ブッポウ

ソウを愛する会・代表）と連絡を取り合いながら準備をし

てきました。 

そして、１２月２２日（火）にブッポウソウの生態にあった場

所に巣箱の向きなどを考えながら、八色石集落４カ所・布

施２集落３カ所設置することができました。霧の濃い中の

設置でしたが、時間が経つに 

つれ１２月とは思えないぐらい 

穏やかな晴天となりました。 

設置に協力いただいた皆さん 

ありがとうございました。 

 ブッポウソウは 4 月の下旬か 

５月の田植えシーズンには飛来 

してくる予定です。 

大掃除、互礼会の準備ありがとうございました 
１２月２０日（日）に布施公民館の大掃除と互礼会準

備を公民館活動推進委員の皆さん、各講座の皆さんと

行いました。調理実習室の換気扇の掃除や公民館全体

の窓ふきなど普段できないところまできれいにしてい

ただきました。 

玄関には大きな門松を、 

ホールにはミニ門松を用意 

していただき、気持ちよく 

新年を迎えることができま 

した。 

ありがとうございました。 

 

銭宝城跡からもこの巣箱は 

よく見えるでしょう。 

と き 平成２８年 2 月 ７日（日）  
        午前 9時 開会 

ところ 布施公民館 多目的ホール 
当日は、日曜喫茶もあります。 
詳しくはチラシをご覧ください。 

http://www.sozaiyakoaki.com/sep/inshuunten/inshuunten-1.zip


   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒697-0631 

島根県邑智郡邑南町市木 2046-3 

市木公民館 

IP電話 050-5207-4000 

TEL(FAX) 0855-85-0126 

E-mail：ichigi-k@town.ohnan.lg.jp 

  

 

市木公民館だより  平成２８年１月号 
 

〒697-0631 

島根県邑智郡邑南町市木 2046-3 

市木公民館 

IP電話 050-5207-4000 

TEL(FAX) 0855-85-0126 

E-mail：ichigi-k@town-ohnan.lg.jp 

 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

  
 

皆
さ
ん 

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
平
成
二
十
八
年
が
穏
や
か
な
、
ま
た
平
穏
無
事
な
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
雪
の
全
く
な
い
珍
し
い
正
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
互
礼
会
に
は
た
く
さ
ん
の 

方
々
の
御
出
席
を
い
た
だ
い
て
盛
大
に
新
年
の
祝
賀
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
公
民
館
職
員
一
同 

大
変
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
は
公
民
館
の
活
動
、
ま
た
運
営
に
関
し
ま
し
て
市
木
地
域
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
指 

導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
無
事
に
公
民
館
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

本
年
も
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
に
各
種
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 

の
で
、
地
域
内
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
公
民
館
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
公 

民
館
に
情
報
が
集
ま
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
、
地
域
の
方
々
の
良 

い
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
教
室
開
催
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ 

れ
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
皆
様
方
で
、
何
か
新
し
い
活
動
の
ご
提
案
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け 

れ
ば
、
そ
れ
を
公
民
館
の
活
力
剤
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

公
民
館
の
目
標
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
職
員
一
同
努 

力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら
よ
り
一
層
の
努
力
を
い
た 

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
方
に
は
、
今
後
も
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

    

平
成
二
十
八
年
一
月 

市
木
公
民
館
長 

 

石 

橋 

友 

之 
地
区
内
ふ
れ
あ
い
事
業 

～
市
木
地
区
社
協
も
ち
つ
き
大
会
～ 

  

年
末
恒
例
の
市
木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
市
木
自
治
会
・
寿
会
・
ス
ム
ー
ズ
市
木
・ 

民
生
委
員
・
市
木
子
ど
も
育
成
会
・
市
木
公
民
館
が
合
同
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ 

き
大
会
」
が
今
年
も
十
二
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
日
ま
で
は
寒
い
日
が
続
い
て
い
た
の
で
す
が
、
当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
人 

も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

出
来
上
が
っ
た
餅
は
参
加
者
全
員
で
昼
食
に
い
た
だ
き
、
年
末
慰
問
の
品
と
し
て
地
区 

内
の
独
居
老
人
宅
へ
も
配
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
木
地
区
の
皆
様
が
良
い
お
正
月
を
迎
え 

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

              

キレイになりました！ 

 １２月１８日（金曜日）に、日 

頃、公民館を利用される各種団体 

の方達にご協力いただき、大掃除 

をしました。 

 普段、あまり目につかないピロ 

ティや調理室などを中心に、作業 

していただき、きれいになりまし 

た。 

 これで、安心して新年を迎える 

ことができます。 

 お忙しい中、ご協力いただいた 

皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

調理室のガス台もキレイにして

いただきました！ 

 

子ども達も重たい杵を持って頑張りま

した！ 

 

静間さんに教わりながら、楽しそうに形

を整えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

十
日
（
水
）
は
ば
た
き
講
座 

第
二
講 

 
 
 
 
 
 
 

 

七
日
（
日
）
雪
ん
こ
バ
レ
ー
大
会 

 
 
 

 
 

三
日
（
水
）
は
ば
た
き
講
座 

第
一
講 

二
月 

 

三
日
（
水
）
市
木
保
育
園 

節
分
行
事 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

世帯数：２１０戸（△２戸） 

男 性：２１９人（△２人） 

女 性：２４６人（△11人） 

合 計：４６５人（△13人） 

高齢化率 ４４．０％ 

※（ ）内は前年同月比 

主事のひとりごと！？ 
 

 

 明けましておめでとうございます。旧年 

中は公民館をご利用いただき、ありがとう 

ございました。本年も皆様に気軽にご利用 

していただける公民館を目指し、館長・事 

務員と共に精進して参りますので、よろし 

くお願いいたします。 

 昨年は山口県で行われた、中四国社会教 

育委員研究大会をはじめ、県東部の公民館 

やコミュニティセンターから視察へ来られ 

る等、市木を広める機会に恵まれた一年だ 

ったように思います。これも市木の皆さん 

が、日頃から地域のことに熱心に取り組ま 

れてきた結果だと思っています。 

 これからも引き続き、地域力を高めるた

めに、ご協力をお願いいたします。 

そ～ 

 

 

お
正
月
に
向
け
て 

～
お
飾
り
づ
く
り
～ 

 

十
二
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
に
昨
年
に
引
き
続
き
、
お
正
月
に
向
け 

て
、
し
め
縄
な
ど
の
お
飾
り
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
横
田
親
男
さ
ん
を 

中
心
に
市
木
の
高
齢
者
の
方
達
に
講
師
を
お
願
い
し
、
技
術
を
学
び
ま 

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
に
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
飾
り
付
け 

を
し
て
、
完
成
し
ま
し
た
。
み
ん
な
上
手
に
で
き
ま
し
た
。 

            

雪んこバレー大会２０１６ 
 先月号でもお知らせしましたが、雪ん 

こバレー大会２０１６が下記のとおり行 

われる予定です。 

 当日は遠方から参加されるチームもあ 

りますので、交流を深めるためにも、是 

非、公民館へお越しください。また各種 

団体によるバザーもありますので昼食等 

にご利用ください。 

 皆様のご声援をよろしくお願いいたし 

ます。 

記 

  日時：２月７日（日曜日） 

          午前９時１５分～ 

  場所：クロスポート市木 駐車場 

新
年
互
礼
会 

 

一
月
一
日
（
金
曜
日
）
に
、
毎
年
恒
例
行
事
で
あ
る
新
年
互
礼
会
を 

行
い
ま
し
た
。
互
礼
会
で
は
、
市
木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
い
た 

だ
い
た
み
か
ん
等
を
参
加
者
全
員
に
配
り
、
石
橋
公
民
館
長
や
亀
山
町 

議
に
よ
る
年
頭
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
一
月
一
日
の
う
た
」
で 

は
能
美
加
る
菜
さ
ん
・
咲
く
良
さ
ん
姉
妹
に
よ
る
伴
奏
で
唄
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
石
田
自
治
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
互
礼
会
を
終
え
、
祝 

賀
会
に
移
り
ま
し
た
。
年
男
の
能
美
恭
志
さ
ん
に
よ
る
発
声
で
乾
杯
を 

し
た
後
、
福
引
き
抽
選
会
を
し
ま
し
た
。
例
年
、
景
品
を
い
た
だ
い
て 

い
る
地
区
社
協
や
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
加
え
、
今
年
は
地
域
の
方
々
か 

ら
も
ご
厚
意
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
二
十
個
以
上
の
景
品
が
集
ま
り 

ま
し
た
。 

 

市
木
地
区
の
皆 

様
が
今
年
一
年
間 

を
健
康
に
過
ご
せ 

ま
す
よ
う
に
！ 

                   

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
文
化
展 

準
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

 

毎
年
恒
例
の
【
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
文
化
展
】
準
備
を
左
記 

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
主
に
男
性
に
は
ひ
な
壇
の
組
み
立
て 

女
性
に
は
人
形
並
べ
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

公
民
館
で
は
男
女
を
問
わ
ず
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を 

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
当
日
の 

定
刻
ま
で
に
公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

記 

 

二
月 

 

日
（ 

曜
日
） 

時
～ 

ひ
な
壇
組
み
立
て 

 
 

 
 

 

日
（ 

曜
日
） 

時
～ 

人
形
並
べ 

※
イ
ン
パ
ク
ト
ド
リ
ル
等
の
工
具
を
お
持
ち
の
方
は
、
持
参 

い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。 

 

 

 

 

訂正とお詫び 

 

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
十
二
月
号
の
「
一
月
行
事
予
定
」 

の
と
こ
ろ
に
、
お
お
な
ん
ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど
い 

を
一
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
と
書
い
て
お
り
ま
し
た 

が
、
正
し
く
は
一
月
三
十
一
日
（
日
曜
日
）
で
す
。 

 
た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂
正
し 

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

  

 

 

今年は瑞穂中学校から

門松をいただきました 

元旦から多くの方にお

越しいただきました 





◎ 新年明けましておめでとうございます
 

 

  

★今年もいい年になりますように

１月２日（土）、毎年恒例の「中野地区新年互礼会」

を開催し、約 80 名の皆さんがお越し下さいました

朝 10 時に賀茂神社に参拝し、天津宮司にお祓いを

いただいた後、公民館で新年互礼会を行いました。

邑南町議会議長

久さん

き、

石良典

クルトで乾杯した後、「お楽しみ抽選会」を行いました。

抽選会は

たっぷりの進行で

読み上げられ

の声が上がり、大変盛り上がりました

最後は、ＪＡしまね 島根おおち地区本部長

さんによる万歳三唱で和やかに会を終了しました。

互礼会の開催に際し、賞品の提供や

りがとうございました。 

“中野良いまち、仲の良いまち” 

中野公民館 

 
平成２８年１月１５日発行 

さ
て
、
中
野
公
民
館
も
新
し
い
年

に
向
け
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
住
み
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
こ

の
中
野
地
区
が
益
々
元
気
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
地
区
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
、
一
層
の
ご
繁
栄
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

今
年
も
中
野
公
民
館
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

館
長 

上
田 

延
雄 

～ 余勢城主 多胡辰敬教訓状の２６か条の解釈

 

 

 

 
 

けましておめでとうございます

今年もいい年になりますように！『中野地区新年互礼会
、毎年恒例の「中野地区新年互礼会」

名の皆さんがお越し下さいました。 

賀茂神社に参拝し、天津宮司にお祓いを

いただいた後、公民館で新年互礼会を行いました。 

邑南町議会議長 辰田直

さんより祝辞をいただ

き、邑智郡森林組合長 大

石良典さんの音頭によりヤ

クルトで乾杯した後、「お楽しみ抽選会」を行いました。

抽選会は辰田さんのユーモア

たっぷりの進行で、当選番号が

読み上げられる度に喜びと落胆

、大変盛り上がりました。 

島根おおち地区本部長 日髙光弘

による万歳三唱で和やかに会を終了しました。 

賞品の提供やお志をいただき、あ

《第一に習事 手習学文也
「書くことは学ぶ事」と解釈。手習い（書道）と文章

の道に励むこと。物を書くことを「手半学」ともいいま
す。近年は、パソコン等の普及で、次第に自分で書く機
会が少なくなっています。 

※公民館の活動やたよりに対するご意見、ご感想をお寄せください。

電話９５－０３１０（ファックス兼用）

う
で
す
。 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る
日
本
人
殺
害

や
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
な
ど
世
界

を
震
撼
さ
せ
る
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、
国
内
で
は
年
末
に
は
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
二
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
長
野

～
金
沢
間
の
三
月
開
業
、
県
内
で
は

松
江
城
が
七
月
に
国
宝
指
定
さ
れ

る
な
ど
観
光
地
が
賑
わ
い
、
特
に
外

国
人
旅
行
者
数
は
千
八
百
万
人
超

え
が
見
込
め
る
な
ど
、
明
る
い
話
題

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
中
野
公
民
館
も
新
し
い
年

多胡辰敬教訓状の２６か条の解釈 ～ 

けましておめでとうございます ◎ 

新年互礼会』★ 

クルトで乾杯した後、「お楽しみ抽選会」を行いました。 

手習学文也》 
「書くことは学ぶ事」と解釈。手習い（書道）と文章

の道に励むこと。物を書くことを「手半学」ともいいま
す。近年は、パソコン等の普及で、次第に自分で書く機

※公民館の活動やたよりに対するご意見、ご感想をお寄せください。

電話９５－０３１０（ファックス兼用） ＩＰ050 5207 3200

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
の
新

春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
申
（
猿
）
で
す
。

猿
の
よ
う
に
賢
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

考
え
を
持
つ
と
、
困
難
は
去
り
、
明

る
く
平
和
な
年
が
訪
れ
て
来
る
よ

う
で
す
。 



 

★おいしいお餅ができました！

ん、ありがとうございました。

～大変きれいにしていただきました

12 月 19 日（土）、定期的に公民館を使用されている団体の有志の皆

さんが、公民館の窓拭きや障子の貼り替えなどを行って下さ

お陰様で館内が大変きれいになり

きました。ありがとうございました。

◆中野消防後援会からのお知らせ◆
中野消防後援会の新役員が下記の通り

決定しました（敬称略）。 

会 長  上野 功 

副会長  奥林 昭三 

副会長  宮本 博行 

会 計  原野 三男 

会 計  垣崎 正紀 

 

 

 

 

 

お餅ができました！『中野地区歳末ふれあい餅つき交流会
12 月 13 日（日）、中野地区社協と中野公民館の共催

で、恒例の『中野地区歳末ふれあい餅つき交流会』を開

催しました。 

子どもたちが交代で

重たい杵を持ち、一生

懸 命 お 餅 を つ き ま し

た。そして、ついたお

餅に子どもたちが心を

込めて書いた手紙を添

えて、中野地区内の独

り暮らしの高齢者の方々に

差し上げました。 

餅つきが終わってから、

おいしいぜんざいをみんな

でいただきました。 

協力して下さった皆さ

ありがとうございました。 

大変きれいにしていただきました～ 

日（土）、定期的に公民館を使用されている団体の有志の皆

公民館の窓拭きや障子の貼り替えなどを行って下さいました。 

館内が大変きれいになり、気持ちよく新年を迎えることがで

ました。ありがとうございました。 

◆中野消防後援会からのお知らせ◆ 
中野消防後援会の新役員が下記の通り

◎２月の予定◎
≪公 

＊運動教室・英会話教室

＊えいごであそぼう！ 

＊花はなクラブ 

≪石見東小

＊参観日・学級懇談会 

≪東保育所

＊豆まき会・誕生日会 

＊お店屋さんごっこ・レストランごっこ

＊お茶会参観日（桜組）

※予定は主催者の都合により変更になる場合があ

りますので、その際はご了承下さい。

『中野地区歳末ふれあい餅つき交流会』★ 
日（日）、中野地区社協と中野公民館の共催

恒例の『中野地区歳末ふれあい餅つき交流会』を開

日（土）、定期的に公民館を使用されている団体の有志の皆

 

、気持ちよく新年を迎えることがで

月の予定◎ 
 民 館≫ 

＊運動教室・英会話教室 ２・９・１６・２３日（火） 

  ４日（木） 

 １６日（火） 

石見東小≫ 

 １５日（月） 

東保育所≫ 

  ３日（水） 

お店屋さんごっこ・レストランごっこ １９日（金） 

＊お茶会参観日（桜組） ２７日（土） 

予定は主催者の都合により変更になる場合があ

りますので、その際はご了承下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１２月末現在 

  
  

平成２８年１月１５日発行 １１,３３３人 

（人口と世帯数） 

男 ３２０人 

女 ３７５人 計 ６９５人 

世帯数 ２７３世帯 

（人口） 

新年を大勢で祝う 

 

１月 

２７日(水)…彼岸市 部長・責任者会議 

２月 

１日(月)…・ひまわり教室 

（パパッパクッキング） 

・読書ひろば（豆まき会） 

５日(金)…男の料理教室(３０～５０代) 

１８日(木)…男の料理教室(６０才～) 

２０日(土)…けん玉教室② ９：３０～ 

２３日(火)～２５日(木)…申告相談 

２７日(土)…ふるさと講座⑤ 

３月 

２０日(日)…井原彼岸市 

＊パッチワーク教室（２回）予定 

＊パソコン教室（２回）予定 

＊運動教室･･･毎週金曜日 

１２月１５日（月）、小学校の放課後を利用して読

書ひろばクリスマス会が行われました。この日は１３

人の小学生が参加し、読み聞かせ、チーム対抗クイズ

大会、釣りゲームをしました。その後はお楽しみおや

つのたこ焼きを食べました。晩ごはんが食べられるか

どうか心配になる位たくさん食べていました。 

鳥居館長のあいさつ 

 

 

全員で記念撮影 下田哲士さんの音頭に

よる万歳三唱 

平成２８年１月１日(金)、毎年恒例の新年互礼会が開催されました。当日は４１名の方が参加され、

それぞれ新年のあいさつを交わしていました。式典において、鳥居館長のあいさつ、宮田町議の祝辞な

どがあり、全員で記念撮影をした後、懇親会に移りました。その中で町内の小学生による井原地区を題

材とした映画作品「井原クモ伝説」のビデオ鑑賞、お楽しみ抽選会などで大いに盛り上がり、互礼会を

締めくくりました。公民館ロビーに集合写真を飾っていますのでぜひご覧ください。 

盛りだくさんのクリスマス 

みんな笑顔で記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「いばら公民館だより」の内容に関するお問い合わせは 

井原公民館 ℡・FAX ９５－０３０１ 又は IP ０５０－５２０７－３３００まで 

貴重な体験（石見東小６年生ふるさとの歴史を学ぶ授業） 

１２月１４日(月)、石見東小学校におい

て６年生児童１５名がふるさとの歴史を学

ぶ授業を行いました。講師に日野山義晴さ

ん（宮野原）を迎え、明治から昭和の日本

の様子を学びました。第二次世界大戦の時、

当時の井原小学校の校庭（現井原グラウン

ド）で出征する方を井原村民全員で見送っ

た話や学徒動員でご自身が工場で働いた様

子、終戦後間もない人々の様子など実体験

を児童たちにわかりやすく熱心に説明され

ていました。この貴重な体験を忘れずに平

和を尊び、守り続けていってほしいです。 

１月６日（水）、高齢者と小学生による交流カルタ大会

が行われました。２名の高齢者と８名の小学生がいろん

な種類のカルタ取りで交流しました。「邑南町子育てカル

タ」などを新聞紙を丸めた棒を使って取り合いました。

最近では家庭でもカルタをする機会が少なくなりました

が、井原公民館では毎年こうしてカルタ取りで交流をし

てお正月を楽しんでいます。 

歳末餅つき交流大会 

日野山さんの話を熱心に聴く児童たち 

１２月２３日(水)、井原地区社協主催による歳末餅つき交流大会が行われました。大人から子どもま

で重い杵を使っていっしょうけんめい餅をついていました。その後餅を丸めました。その間、日高政

臣さん（片田東）と井原郵便局長の熱田和之さんによる手打ちそばが振る舞われました。自分で道具

を揃えるほどそば好きなお二人によるそば打ちは名人級の腕前でした。参加者はもちとそばをお腹い

っぱい食べ、楽しく賑やかに交流をしました。 

熱田局長の渾身のそば打ち たくさんつき上がりました ２人で協力してぺったん 

交流カルタ大会 

新聞紙の棒でカルタ取り 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

島根県邑智郡邑南町

日貫 1168番地 

TEL (0855)97-0902 

IP 050-5207-2000 

平成２８年 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

ご家族お揃いで健やかに新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。旧年中は公民館を利

活用して戴き、又、諸行事・事業等にもご参加、ご協力をいただき、誠にありがとうございま

した。厚くお礼申し上げます。 

平成二十五年に襲われた大災害も復旧が進み、本年中には完了することと思います。又、主

要地方道浜田作木線の改良も用地買収が終了したところから工事に着手されると伺っている

ところです。平成三十年代前半には吉原・簾・鉄穴原工区は終了する見込みと伝え聴いていま

す。 

昨年は国が「地方創生」を謳い文句に地方へ目を向け始めた年でもありました。我が邑南町

も先の合併時の総合振興計画が終わり、新たに地方創生に合わせ五カ年の総合戦略を策定する

ために、町内十二公民館単位にそれぞれの地区の地区別戦略の事業提案を募集しました。当日

貫地区は早速に会議を重ね、課題である重要三事業について提案いたしました。かねて皆様に

周知していますので重ねて申し述べませんが、観光・生活・産業のどの部分も欠かせぬもので

あります。事業が採択されましても実際に運用なり実施、実行していくにおきましては皆様方

のお力が必要であります。地区が生き残るための戦略ととらえていただき、お一人お一人の力

をお借りし、合わせて大きな力となって、この日貫が明るく元気な街になるよう、努力し邁進

したいと思っています。どうかご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

今年一年が皆様にとりまして輝ける年となりますよう祈念し年頭のごあいさつとします。 

 

                         日貫公民館  館長  鹿野好明 

１２月２日（水）に、日貫小児童が隅屋で

囲炉裏体験をしました。小学校の収穫祭として行われ、小学校で育てたサツマイモを囲炉裏で焼い

て食べました。午前中に１年生４人が囲炉裏へ火をつけるため、隅屋の近くで木の枝を集めました。

中には湿っている枝もあるため、なるべく乾いた枝を小さいのから大きいのまで拾い、ヒノキの葉

も少量取りました。館長や先生に見守られながらマッチで付け始めましたが、見事に１回で火おこ

しに成功し、油が含まれているヒノキの葉を燃やすとバチバチと花火のような音がして火力が増

し、１年生は大はしゃぎでした。ある程度灰が熱くなったところで掘って、アルミホイルに包んだ

サツマイモを入れて蓋をして焼けるまで薪を燃やし続けました。 

午後からは全校児童が来て、館長から隅屋や芋代官（井戸平左 

衛門正明公）のサツマイモにまつわる話を聞き、囲炉裏から取り 

出したイモをみんなで食べました。中には焼けていないイモもあ 

りましたが、焼けたイモを児童同士分け合って食べました。最後 

にみんなで隅屋を掃除し、お礼を言って終わりました。自分達で 

収穫し、昔ながらの方法で焼いたサツマイモは一段とおいしかっ 

たのではないでしょうか。 囲炉裏で火おこしをする１年生 



２月 ５日  日貫小学校紙漉き 

 

２月 １０日  ひぬいプロジェクト 

 

２月 １６日  認知症予防教室 

 

２月 １７日  パソコン教室 

 

２月 ２１日  しまね家庭の日 

 

２月 ２４日  人権講演会 

 

２月 ２７日  ふるさと講座第５講 

日貫の人口 
男 性  ２３４人 （－２人） 

女 性  ２７１人 （±０人） 

合 計  ５０５人 （－２人） 

世帯数  ２０８戸 （±０戸） 

高齢者率  ４７．７０％ 

※（  ）内は前月比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の行事予定 

邑南町の歴史、自然、文化、人物を学ぶ「ふ

るさと講座」の第５講目は、「ヒキガエル観察

会」です。ぜひご参加ください！ 

○講演会 

演題「ヒキガエルの生態について」 

  講師 広島市安佐動物公園 

元副園長 桑原一司 氏 

○観察会 「ヒキガエルの生息地 

（井原地区）での産卵」 

日  時 

募集人数 

集合場所 

※チラシを全戸配布していますので、詳しくは

そちらをご覧ください。 

講師 島根県人権啓発推進センター 

 尾村幸行 氏 

日 時：平成２８年２月２４日（水） 

     午後７時半より 

場 所：日貫公民館 

参加費：無料 

日 時：平成２８年２月１６日（火） 

午後２：００～３：３０ 

講 師：関口昌和さん 

（とよひらウイング・北広島町） 

会 場：日貫公民館 

内 容：①認知症予防についてのお話 

②簡単な筋力トレーニングの紹介 

参加費：無料 （どなたでも参加できます） 

 

 

 

復刊記念講演会実行委員会から日貫公民館

に品川始氏著書の「私のシベリア抑留記 凍っ

た大地に」を贈呈いただきました。 

 品川始氏のシベリア強制抑留の厳しい体験が

文と絵で著してある本 

です。 

 日貫公民館へ来館の 

際はぜひ読んでみて下 

さい。 

著者 品川
しながわ

始
はじめ

 氏 

邑南町下亀谷生まれ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMHSLfGJVBDgAkRKU3uV7/SIG=11votbngu/EXP=1432604171/**http:/lohas.nicoseiga.jp/thumb/3205503i?


３４  

 

 

 

 

                             

                             

 

 

                   

 

 
                   

 

  

 
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

日和地区新年互礼会が 1月１日（金）午前１０時からあり、２３名の方が参加されました。 

南原館長のあいさつの後、邑南町農業委員 寺本正文様にご祝辞をいただきました。その後 

  万歳三唱をし、乾杯で締めくくりました。 

  

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
平
成

１６
年
に
は
石
見
町
か
ら
、
ま
た
平
成
２７
年
に
は

邑
南
町
か
ら
善
行
表
彰
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

 

３
つ
に
は
、
日
和
の
力
を
結
集
し
て
、
日
和
の

子
ど
も
た
ち
に
、
日
和
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」

を
た
っ
ぷ
り
体
験
さ
せ
、
日
本
だ
け
で
な
く
「
世

界
へ
も
羽
ば
た
け
る
力
」
を
持
つ
子
ど
も
を
育
て

る
「
地
域
学
校
」
の
設
立
が
１２
月
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
１
回
目
の
体
験
活
動
は
「
豆
腐
づ
く

り
」
を
考
え
て
お
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
さ
が
来
た
」

の
主
題
歌
「
３６５
日
の
紙
飛
行
機
」
に
は
、「
う
ま

く
い
か
な
い
時
に
は
明
日
頑
張
れ
ば
良
い
、
ど
ん

な
に
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
必
ず
朝
が
来

る
。
」
一
生
懸
命
に
前
に
進
も
う
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

日
和
地
区
の
誰
も
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
１
人
１
人
の
毎
日
に
「
新
し
い

朝
が
来
た
」
を
実
感
で
き
る
平
成
２８
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
和
地
区
の
益
々
の
発

展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 

 
 
 

日
和
公
民
館 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

館
長 

南
原 

愼
人 

   

平成２７年１２月末現在 

日和地区人口 

    男  ２０６人 

    女  ２３１人 

    計  ４３７人 

世帯数   １７５世帯 

高齢者比率 ４４.４％ 

邑南町人口１１,３３３人 
平成２８年１月１５日 No.１４６ 

平成２３年１２月末現在 

日和地区人口 

    男  ２１２人 

    女  ２３５人 

    計  ４４７人 

世帯数    １７１戸 

高齢者比率  ４１.８％ 

邑南町人口１１,９５３人 

裏面もご覧ください 

みなさんと新しい年を祝う 

 
 
 
 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

 

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
、
平
成
２８
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
日
和
地
区

に
お
き
ま
し
て
も
大
き
な
出
来
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。 

 

そ
の
１
つ
は
、
戦
前
に
は
国
防
婦
人
会
日
和
村
分
会

と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
後
何
回
か
名
称
を
変
え
活
動
し
て

こ
ら
れ
た
日
和
地
区
婦
人
会
が
、
諸
事
情
に
よ
り
そ
の

活
動
に
終
止
符
を
打
た
れ
た
の
は
昨
年
３
月
の
こ
と
で

し
た
。
本
来
の
婦
人
会
活
動
の
他
に
、
夏
の
盆
踊
り
大

会
の
準
備
・
計
画
、
そ
し
て
当
日
の
運
営
や
秋
の
日
和

地
区
民
体
育
大
会
の
ダ
ン
ス
参
加
な
ど
、
本
当
に
日
和

地
区
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
長
年
の

ご
苦
労
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

２
つ
に
は
、
平
成
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
８
月
の
日

和
地
区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
「
日
和
ト
ン

ネ
ル
内
の
掃
除
と
親
水
公
園
等
の
草
刈
」
は
、
地
区
民

の
高
齢
化
や
交
通
事
情
の
関
係
等
で
、
や
む
な
く
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
親
水
公
園
等
の
草
刈
に
つ

い
て
は
、
実
施
方
法
を
変
え
て
日
和
地
区
振
興
協
議
会

が
引
き
継
い
で
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。
日
和
地
区
の

皆
さ
ん
が
、
幾
年
に
も
わ
た
り
ト
ン
ネ
ル
内
及
び
周
辺 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３自治会合同の正月行事「とんど焼き」が、１月１１日（月） 

の成人の日祝日に行われました。 

 １月とは思えない暖かい天候の中、午前１０時から神事を行い、正月飾りや書 

書き初めや正月飾りなどを積み上げたやぐらを焚き上げました。 

その後持参したお餅を焼いて食べ、この一年の無病息災・五穀豊 

穣をお祈りしました。 

 当日早朝から準備にご協力いただいた皆さん、ありがとうござ 

いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３自治会合同の行事「クリスマスお楽しみ会」を、平成２７年１２ 

月２３日（水）に行い、子ども９人と保護者の方７人の計１６人が参 

加されました。 

 午後１時半より、クリスマスツリーの飾り付けから始まり、南原友 

子さんの演奏でクリスマスソングの合唱やハンドベルの演奏を行いま 

した。その後、クリスマスリース作りやおやつのパンケーキ作りを行 

い、参加者の皆さんは思い思いの作品を作り楽しんでおられました。 

 最後には、サンタクロースがプレゼントを持ってかけつけてくれ、 

子どもたちからは歓声があがり、とても賑やかなクリスマスお楽しみ 

会となりました。 

クリスマスソングに誘われて・・ 

 

 

    

   

 

 

平成２７年度の日和公民館人権講演会を下記のとおり開催いたします。 

どなたでもご参加できますので、ご都合のつかれる方はどうぞご参加ください。 

                 記 

日 時：平成２８年２月１２日（金） １９：３０～２１：００ 

場 所：日和公民館 研修室 

講 師：島根県人権啓発推進センター講師 尾村 幸行 氏 

内 容：「暮らしの中の人権」についての講師講演 

参加費：無料  

日和公民館 人権講演会開催のご案内 

 

                                     行事予定 

●コーラス教室（夜）   １月２６日（火）１９：３０～  ●館長杯ゲートボール大会 ２月１４日（日） 

             2 月  4 日（木）１９：３０～  ●申告相談   ２月１６日（火）～１７日（水） 

●日和公民館人権講演会   2 月１２日（金）１９：３０～  ●運動教室   毎週水曜日 １３：３０～ 

●邑南町公民館研究集会  2 月１３日（土）           ※２月１７日（水）は申告相談のため中止 

 （田所公民館） 

 


